
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

会場周辺 

雪には、地域資源として活用することができる多様な可能性があります。全国で

も有数の豪雪県である本県においては、雪を貴重な資源として利活用することで、

地域の活性化につなげていくことが重要です。 

本セミナーでは、利雪研究の専門家の講演や県内外の先進的な取組み事例の紹介

を通して、雪を活用した新たな商品の開発や地域の魅力創出の可能性について理解

を深め、地域産業の振興につなげていくことを目指します。 

●講演 

「利雪最前線２０１７－雪を味方に、雪を活かす－」 

  公益財団法人 雪だるま財団 チーフスノーマン 伊藤親臣 氏 

●事例報告 

①「雪室を活用した食材の統一ブランド『越後雪室屋』について」 

にいがた雪室ブランド事業協同組合 

②「西和賀デザインプロジェクト『ユキノチカラ』について」 

岩手県西和賀町 

③「雪室利活用による高付加価値型農業の取組みについて」 

有限会社中津川エフエフ 

●質疑応答 

入場無料 

(事前申込) 

[申込み方法] 裏面の参加申込書に御記入の上、平成 29 年 12 月４日までに、FAX・郵送等 

によりお申込みください。 

[申 込 先] 〒990-8570 山形市松波二丁目 8 番 1 号 

       いきいき雪国やまがた県民会議事務局（山形県企画振興部市町村課内） 

       【電話】023-630-2234 【FAX】023-630-2130 

主催：いきいき雪国やまがた県民会議 (HP: http://ikiikiyukiguni-yamagata.com/) 

❅ ❅ 

❅このセミナーは、地方創生応援税制(企業版ふるさと納税)による寄付金を活用しています。

❅ 

※講師プロフィールや、事例報告の取組みについては裏面を御覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属・組織名 お名前 電話番号 

   

   

   

   

   

講師紹介 

講師 : 伊藤
い と う

 親
よし

臣
おみ

 氏 

公益財団法人雪だるま財団※ チーフスノーマン（主任研究員） 

 
1971 年（昭和 46 年）生まれ。名古屋市出身。平成 12 年に室蘭工業大学大学院工学研究科博士

前期課程を修了し同年 4月より雪だるま財団に勤務。チーフスノーマンとして現在に至る。 

国や県などの自治体や、企業等の雪利用に関する委員会に招聘されるなど、雪氷熱エネルギーの

専門家としての活躍の場を広げる一方、「八海山」「鶴齢」などの地酒専用の利雪型低温倉庫ならび

に JA 北魚沼、JA 十日町、(株)吉兆楽などの利雪型米貯蔵庫の雪冷房におけるシステム設計に携わ

っている。平成 24 年に日本雪工学会上信越支部地域振興賞を受賞。著書に「空から宝ものが降っ

てきた！」（旬報社）がある。 

新潟県立大学非常勤講師、魚沼市利雪アドバイザー、にいがた雪室ブランド事業協同組合 顧問、 

ディーアイシージャパン株式会社 顧問等に就任中。 

 

事例報告の取組みについて 
①にいがた雪室ブランド事業協同組合 

新潟県内の食品メーカーが連携し、コーヒーやお茶、お酒等、雪室を活用した商品を「越後雪室屋」として統一ブ

ランド化し、雪国ならではのブランド構築と商品の開発・販路開拓に取り組むなど、全国に向けて雪国独自のブラ

ンド発信を行っている。「中小企業庁 がんばる中小企業 300 社」選出など、取組みは多方面から評価されている。 

②岩手県西和賀町 

西和賀町デザインプロジェクト『ユキノチカラ』と題し、町の事業者と県内のデザイナーが、雪をコンセプトにし

た魅力ある商品・サービスづくり（お菓子等の開発や観光ツアーの実施等）に取り組む。これらを、町や地元信金

などが連携して事業支援や情報発信、人材育成等を行い、「作る」から「売る」までをトータルで支援している。 

欄に必要事項を記入し、いきいき雪国やまがた県民会議事務局（山形県企画振興部市町村課）

あて、ＦAX または郵送等によりお送りください。 ＦＡＸ：０２３－６３０－２１３０ 

③有限会社中津川エフエフ 

飯豊町中津川地区にある雪室を、米や果物、野菜等の保存に活用し、付加価値を高めた農産物の生産・販売に取り

組んでいる。特にじゃがいもについては、雪室に保存することで糖度が約 2 倍に上がり、甘みが増すことが明らか

になり、「雪室あまみ芋」として人気を博している。 

※このままＦＡＸで送信可。受付完了のお知らせはいたしませんので、当日は直接会場にお越しください。 

※公益財団法人雪だるま財団： 

新潟県上越市に所在し、雪の利活用の推進に向けて、都市と農村（雪国）の交流による地域活性化や、利雪技術の開発・普及

等に取り組んでいる。 

※ 本申込みを通じて取得した個人情報は、本セミナーの運営・管理に関する目的のみに使用します。 


